
事 業 評 価 表

作成日：平成21年05月03日事業CD. 0110102 - 19000

事 業 名 教職員研修事業

細事業名

関連法令・条例等

事業分類： (Ｂ) ソフト事業

事 業 運 営 方 法 直 営 一 部 委 託 全 部 委 託 補 助 等

委 託 先

民間 外郭団体 ＮＰＯ 教育機関 自治会・地縁団体

その他 （
）

（平成 年度迄）

所 管 部 署 名 等

教 育 委 員 会

学 校 教 育 課

寺田担当：122

京 都 府 南 丹 市

政策体系CD：

新規事業 時限事業

事業区分

（平成20年度実施事業）

【 事 業 の 概 要 】

①施策で目指す目標との関連付け

　　学校教育を通じた人材育成を支える教職員に専門的資質の向上を目的としている。

②事業を実施する必要性

　　未来を担う人材育成という観点から、学校教育に期待されるものは大きく、これらの負託

　に応えるために、また、多様なニーズに応えるために、これを支える教職員の専門的資質の

　向上は不可欠である。

③未実施事項

　　未実施事項なし

④他にも効果が見込める施策があるか

　　第４章５　未来を担う人づくりを進める

　　＝様々な取組と積み上げによる人づくりという点から＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【 前年度の評価を受けて改善した点等 】

　より効果的、経済的な研修の在り方について検討協議し、現代的課題に係るテーマと本市の

重点的な年度テーマの2点に絞った内容を研修課題として実施することとした。

【 事  業  費  の  推  移 】

【 主 な 支 出 の 内 訳 】

教職員夏季研究集会　講演講師　88千円（謝金／2名）

88157千円
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千円

千円

人/年

千円
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決 算 額 ま た は 計 画 額

う ち 一 般 職 、 嘱 託 職、 臨時 職

給 与 お よ び 共 済 費 等

財

源

内

訳

使 用 料 ・ 手 数 料 等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

【 近隣市町村の取り組み状況 】

　各市町の状況に応じた研修会を実施

【 所 属 長 総 括 評 価 】

　教職員の資質向上に向けた市としての施策は必要であると考える。次年度への方向性を検討

する中、各領域における各種会議等を通じ、専門的な資質向上に応える手法をもって、研修機

会を作っていくこととしている。

単位 平18決算 平19決算 平20決算 平21予算 平22計画

－

－

－



平成２０年度実施事業
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細 事 業 名

所管課 担当

区

分

企

画

研

修

会

学校教育課

110102-19000

事　業　活　動　記　録

事業ＣＤ．

政策体系ＣＤ

活動内容

●「指導主事」企画会議において、研修趣旨・内容・ねらい

について検討協議

教職員研修事業

活動結果

寺田　成樹

●「平成20年度　南丹市幼・小・中学校教職員夏季研修大

会」の実施

〈講演〉

「フィンランド教育から学ぶ読解力の育成について」

（日本教育大学院大学客員教授　北川達夫氏）

「『質の高い学力』を目指す授業の創造と教師・学校の教育

力の向上」

平成20年5月～6月

平成20年8月21日 昨今の教育事情を反映したテーマ

を取り上げた講演会形式とした。

本市が取り組む各種会議や施策と

関連した内容とした。

参加教職員数：250名

所管部局 教育委員会

活動日または時期


